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内 容 梗 概

東北電力株式会社では大峠実験場において,過去3年間にわたり越冬観測を行ってきた1口立電線株式会社

から昭和33年度と昭和34年度の二冬にわたり,共同実験として参加し,スペーサの応力,送電線にかかる風

圧荷電の測定を行った√,その結果について報告する｡

1.緒 R

電力需要の増大につれて,近年建設される送電線は超高圧化され

る懐向にあり,電流容量とコロナ防ILの点から複導体が使用される

ようになってきた､｡また奥地の電源開発が進むにつれて,送電線も

山岳地帯を通 することか多くなってきた｡山岳地帯では冬期送電

線への着氷,着雪によりいろいろな機械的な問題がf巨じてくる｡東

北電力株式会社では本名-一仙台線の

による複導体送電線の

設にあたって,氷雪および風

回,スリートジャンプ,ステイッキングな

どの実状を総合的に調査するため大峠(1)(し11形県と福島県の県境,

高1,250m)に試験送電線を架線し,昭和32年より冬期観測を行

ってきた｡第1図にその概観を示す｡左からNo.4鉄塔,No.3木
柱,本名一仙台線鉄塔でNo.3木柱に風圧荷重計がとりつけてあ

る｡日立電線株式会社では昭和33年度にはスぺ-サの応力そのほ

か,昭和34年度には送電線の風圧荷重の測定に共同実験として参加

した｡その 果について報告する｡風圧荷束の測定ほ風洞

る報告(2,3)はあるが,現地での測定はこれが始めてである｡

験によ

2.スぺ-サの応力の測定

Ⅰ昭和34年1月19rノ1より2月6日にわたり,スペーサの応力の測

定および,第2図にホLた折たたみ式スペーサを用いた場合の捻同

復元性の実験を行った｢

スペーサの荷電ほ最大値(スペーサ軸方向の引張,任縮)を指示す

る特殊スペーサを使用して測定した.｡複導体試験送電線のスペーサ

配置を第3図にホすこ.スペーサ配置後の電線張力ほ240mm2×2

で2,387kgであった.｡この時の気混は+6.50Cであった｡Aが荷重

測定用スペーサである｢弟1表にスペーサ応力の測定結果をホす｡

最大値を示したのほ第2回の測定で引張側59kg,圧縮

側25kgである｡これは測定期間中で着氷量が最も多か

ったことと比較的強風であったためと考えられる｡他の

何の着氷の場合は比較的小さい値をホしていることから

回,ステイッキソグなどによってスペーサの軸プJ向に

生ずる荷重はあまり大きくないと考えられる｡

折たたみ式スペーサは 何の際lプブ向にだけ折たたま

れ導体間隔を短くし,捻回復元性を良好にするように設

計されたものである｡ 回は風速が8m′′′′sから41m′/s
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のときまでの広い風速範閃で観測さjt,スペーサ1偶のみの捻何が

いちばん多かった｡捻回は2011閃の測定期間中約400回生じた〔.

20m/s位の風速の期間が多かったこともあるだろうが,15～20mJ:s

のときがいちばん多く約200恒】で 数に達している｡捻阿ほ最高

180産までで,すべての場合風の息とともに復元した｡

* 東北電力株式会社

**l】立電線株式会社電祝工場

3.送電線の風圧荷重の測定

昭闇134年12月より昭和35年3月にわたi)複導体試験送電線

(240mm2×2)の風圧荷重の測定を行った｡

第4図に線路図を示すっ88m,151m,233mの3径閃で両端が耐

張升留で No.2,No.3の木柑ま懸蒋装置になっている｡
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第4岡 昭和34年度試験棟同 大峠試験線路岡

風 荷重の測定はNo.2(木柱)-No.4(鉄塔)間を対象として,

No.3の木柱に風上側(喜多方側)風下側(米沢側)に各々風圧荷車計

をとりつけた〔)風向風速はNo.3木柱およびNo.4鉄卿ことりつけ

たスカイべ-ン式風向風速計で測定した｡風圧荷頁,風向,風速の

指示計は観測′ト臣に設置し,シネカメラによって同時記録を行った｡

夜間の電線の横ぶれはNo.3～No.4間にとf)つけた20Wの電球の

移動により,電線張力はNo.4鉄塔部にとりつけたひずみ線式張力

計によって測定した｡また薪水の形状,寸法,比屯,大気1~1~1の過冷

却水滴童の測定が行われた｡

第5図に風圧荷重計を示す｡

阿転に変換し,その抵抗変化を

原理ほばねのたわみを可変祇抗帯の

流変化とLて測定し,あらかじめ

準備した校正蓑から風圧荷重を算出する｡電

た商流6Vを使用した｡

大峠試験線の風圧

は電圧安定器を通し

重を測定径間についてP=去CxクV2を用いて

計節してみると,電線長は119.6mで受風面稽は2.68m2となるが,

大峠では風が30～35ロの吹上げ風であるし,風任荷重計が水ヤ分力
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第5図 夙 肝 荷弔 計 発 右言部
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のみの測定であるから,その水平分力と風 との関係を計算すると

第る図のようになる｢40mノ′■sのときで約190kgの風圧が加わるこ

とになるっ

代表的な測定結果を次に示すっ

(1)弟7図ほ無着氷時の風圧荷重であるっ このときの㍍弘=ま

+40C電線張力は1,780kgであった｡風上側電線と風~F側電線

の風圧荷重はほとんど同じ値を示し,その変動も同じ傾向を示し

ている｡これは風卜側の電線が風上側の電線の影響をあまり受け

ないためと考えられる｡151mの径間に45m-･一61m-45mの間隔

で折たたみ式スペーサ2個を入れて測定した結果が第8図である

が,これでは風下側が10～20%低い値を示している｡これはスペ

ーサで拘 されることにより風上側の電線の後流域に入ったまま

でいるためと考えられる〕このことは着氷した場合も全く同じ傾

向を示している｡

(2)弟9図に着氷した際の風圧荷重を示す｡大峠における

は過冷却水滴の衝突によるもので,雪片の含有率がきわめて少な

く,みかけ上の比重は0.38～0.58程度である｡

第】0図に着氷した試験棟,弟11図に枯木に着氷Lた例を示

す｡着氷ほ風上の方l妬に成長する｡

-30C～一70Cの閃がいちばんつきやすく昭和34年12月に長

さ200mmにおよび,張力は2導体で無着氷時の約5倍の8,900kg

に達したことがあった｡このような異常着氷による張力下の電線

に風圧が加わると弾性限を越えることも考えられるが,着氷はあ

る風速(約2()m′′s)以上になると吹きとばされて,ある程度以上

は成長しなくなるし,部分的に脱落するので,風速が大きくなる

割合には凧托荷重伯は増加しない｡着氷した場合の風柾荷重ほ無
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後方は本名一-･仙台線の鉄塔

第10図 着氷した東北電力株式会社

人峠試験線

第11区】大峠における枯木の着氷状況

(約25cnl)

着氷時の約3†割こなっている｡

第12図は1月10日午前3時電線の振動状態と風

向,風速,風圧荷重計を27≡ナのシネカメラで同時撮影

を行ったものをとりまとめたものであるれ 風~~F側の

電線ほ周期2.74秒のギャロッビングを行っていた｡振

動周期と風圧荷虚の変動周期ほほとんど同じである

が,荷重値の振幅ほ規則的でない｡風下側の 線が風

上側の電線の後流域に入ったり出たりするためにこの

ような振動が生ずるものと考えられる｡

無着氷時の25m′･′■sの風速のときの風圧荷重の実測

値と計算値を比較したのが策13図で,これを第2表

にとりまとめた｡スペーサをつけない場合の風圧低減
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第12図 着氷時の凧向,帆速,風圧荷車および

電線の運動の関係(スぺ-サなし)

率は風上風~Fとも56ヌ言,スぺ-サをつけた場合は風下川の電組ま

風上側の約84%であり,風洞実験の伯(3)(81%)とよく一致してい

る｡二導体分としてほスペーサのない場合の約92%となってい

る｡風圧低減は地形,風速分布などによって生ずるもので乙♭,るが,

伊勢湾台風時の測定値とも人休一致している｡

4.結 言

2冬間にわたる人峠試験線における東北′■走力株式会社と1:hム宣線

株式会社との共同実験について報賀した∵要約すると次のことがい

える〕

(1)第2次川召不伯4年1月､2月)

20日間に約400何の捻Ilりを観測した)このう~F〕50%は15＼20

IllSの風 のときであ一〕たし.捻何何度は180度までですべて風の

息とともに視元し,艮いものでも6､-7分であった｡

スペーサに働く荷車ほ軸方向で引張側59kg圧縮側25l(gか最人

であった｡

(2)第3次(昭和34年12月､昭和35年3月)

人峠.拭験線の風圧荷弔はスペーサをつけない場合は着氷の=有無

にかJ=)ド)ず机上側,風一卜側電線がほほ昔い､偵な示している｡

スペーサなつけたときは風下側ほ風上側の8(ト90ア左であった｡二

軍休分呵L守屯はスペーサのなし､喝で㌻の約92ノ?右でぁる〔風圧刊牒の

に お け る 冬 期
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第13図 凧圧荷電の実測値と計算値の比較

第2表 風圧荷重実測値と計算伯との比較表
(風速25In/s峰)

大潮側

実 05の直
●

計傲 ､60% 度である｡

電線の風圧荷重ほ横ぶれが人きいほど高い値を示し,複導体では

凧~~F側の電線のほうが振動しやすい｡

人形の着氷は風速20nlノ′′sを えると,風圧に耐えられずに部分

的に脱落が工【二じ,風速の捌かこ風圧荷重は増加しない｡

終りに当り木研究に対し,終始ご指導をいただいた東北電力株式

会社木~F部長,口上電線株式会社 線二l二場久本部長,山本課長に感

謝申しあげる｡また実験にあたり種々と便宜を計っていただいた東

北電力株式会社観測隊員の各位,および協力していただいた日立電

線株式会社沼尻,小形,大島,小林の各氏に深謝する｡
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